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研究成果の概要（和文）：グローバル化に対応した小学校英語教育の研究として、ヨーロッパ共通参照枠
（Common European Framework of Reference for Languages」を基にして、中学年の外国語活動及び、高学年の
英語教育において、「話すこと」「聞くこと」に加え、「読むこと」「書くこと」を含めた文字指導のあり方と
「４技能の学習」を総合的に指導するためのカリキュラム開発についての研究を行なった。
これらの研究から、2020年度から導入される新学習指導要領に対応し小学校現場で活用できるプログラムを構築
した。また、子ども達の発達段階に応じた文字指導を統合的に指導できる教材作成にも参画した。

研究成果の概要（英文）：This study is a research on teaching "Reading" and "Writing" of the letters 
of the alphabet in English education lessons for elementary schools in Japan deal with the 
globalization.
 For Foreign Language Activities in the third and fourth grades and in English education lessons for
 the fifth and sixth grades, we developed an integrated teaching curriculum for " four skills 
learning" of "reading" and "writing" including "speaking" and "listening" in addition to letters of 
the alphabet instruction based on the Common European Framework of Reference for Languages.
 From these studies, we have developed a program that corresponds to the new course of study for 
teaching that can be used in the elementary schools from the 2020 school year. We also plan to 
develop teaching materials to assist the teaching of letters according to the developmental stages 
of children in an integrated manner.  

研究分野： 小学校英語教育
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

2013 年 5 月の教育再生会議において、「初

等中等教育段階からグローバル化に対応し

た教育を充実する」ために、「小学校の英語

学習の抜本的拡充（実施学年の早期化、指

導時間増、教科化、専任教員配置等）や中

学校における英語による英語授業の実施、

初等中等教育を通じた系統的な英語教育に

ついて、学習指導要領の改訂も視野に入れ、

諸外国の英語教育の事例も参考にしながら

検討する。」ことが掲げられた。これは、現

在の小学校外国語活動を「英語教育」とし

て教科とすることで、中学校の英語教育と

同様に、「聞くこと」「話すこと」「読むこと」

「書くこと」などのコミュニケーション能

力の基礎を育成することを目標とする方向

性を示している。 

学習指導要領によれば、小学校では、アル

ファベットに触れる段階にとどめ、「読むこ

と」「書くこと」の指導は、音声の補助とし

て、「聞くこと」「話すこと」に関連を持た

せた指導を行うことと言及されている。   

高橋（2009）は、特区では英語のスキルを

重視した教育を小学校でも行っているが、

大半は中学校の先取り学習であり、初等段

階の児童の特性を活かした文字指導、統合

的な指導法ではなかった（科研費課題番号

16202010）。したがって、小中の一貫した

英語教育として、小学校で文字指導を導入

したプログラムを考察することが必要であ

る。また、高橋(2013)は、TOEFL の初等

教育段階のテスト作成ワーキングメンバー

として参加し、英語の基礎能力テストには、

音声だけでなく、文字指導、「読むこと」を

含めて実施することを認識した。 

これらのことから、高橋・柳（2012,2013）

は、既に英語が「教科」として、小学校 3

年生から導入されている韓国の現状を調査

した。韓国では、小学校英語教育が開始さ

れた時は、中学年は音声中心で行い、高学

年で文字を導入していたが、2009 年度から

は 3 年生から文字指導を導入し、「聴く活

動」「話す活動」「読む活動」「書く活動」を

総合的・統括的に指導している。その事例

として、授業観察や教科書分析、指導者へ

のインタビュー等の調査から、日本の小学

校の指導に示唆できる点を示しているが、

これをさらに、韓国以外の国でも調査し、

学年別に対応した文字の効果的な指導法、

カリキュラム等のプログラムを構築したい。 

評価について、学習指導要領や文科省が提

示している「評価規準」において、小学校

で「外国語への慣れ親しみ」としている部

分は、中学校では「外国語表現の能力」と

「外国語理解の能力」としている。また、

小学校で「言語や文化に対する気づき」の

部分は、「言語についての知識」と「文化に

ついての理解」としている。これらの評価

規準には小中の繋がりが明確ではないため

検討する必要がある(松浦 2011)。また、評

価についての具体的な内容も必要である。 

一方、Council of Europe(2002)による「ヨ

ーロッパ共通参照枠（Common European 

Framework of Reference for Languages :  

CEFR）」は、初級から上級まで具体的に言

語能力を技能別、能力別に分けて提示した

ものである。CEFR は、ヨーロッパ諸国の

第二言語教育の発展に大きな影響を与える

のみならず、その枠組みは他地域でも検討

に値する。日本においても英語教育の幅広

い領域で活用が期待されている。そして、

2013 年 3 月には「各中・高等学校の外国

語教育における『CAN-DO リスト』の形で

の学習到達目標設定のための手引き」が出

され、いよいよ本格的な活用が迫られてい

る。投野・高橋他は（2011）、「小、中、高、

大の一貫する英語コミュニケーション能力

の到達基準の策定とその検証」の研究にお

いて（科研費課題番号 20242011）、CEFR

が採用した「CAN‐DO リスト」形式に則



り、新たに策定された日本人学習者の英語

到達度指標「CEFR-J」を作成し、レベル・

スキル別に解説し、『CEFR-J ガイドブッ

ク』として著した。高橋は、「Pre-A1 レベ

ル」（小学校外国語活動）と「A1 レベル」

（中学校入門期）を担当した。また、高橋・

柳(2011a)では、小学校で「外国語活動」で

はなく、「英語教育」として導入されること

を仮定して、「ヨーロッパ共通参照枠

（CEFR）」を基礎にした評価規準について

「話すこと」「聞くこと」の技能に関する記

述を全て取り出し、小学校の外国語活動で

行われている活動に当てはめてその難易度

を並べ替え、より精密な評価規準を提案し

ている。 

グローバル化に対応した初等中等教育を通

じた系統的な英語教育として、小学校で「教

科」とすることを視野に入れるとするなら

ば、「4 技能の学習」を統合的に採り入れ、

これまでの内容をさらに発展させることが

必要である。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、小学校英語教育におい

て、「ヨーロッパ共通参照枠 CEFR)」を基

にして、教科化を視野に入れて「読むこと」

「書くこと」など文字指導を導入し、４技

能を統合的、総合的に指導するためのカリ

キュラム開発と CAN-DO リストによる評

価のプログラムを構築することである。

柳・高橋(2011a,b)は、言語全体を総合的に

見通すシラバス開発が必要であることを指

摘した（科研費課題番号 21520645）。また、

投野・高橋他（2011）では、小中高大の一

貫した英語コミュニケーション能力の到達

基準の策定とその検証を行った（科研費課

題番号 20242011）が、これらの研究をさ

らに発展させて、グローバル化に対応し、

小学校英語教育の効果的な在り方と教育現

場で容易に活用できるプログラムを構築す

る。さらに、これらのプログラムの実証研

究に基づいた、教育実践への具体的な方法

を提示する。 

本研究の特色は、グローバル化に対応し

た小学校英語教育のあり方として、韓国等

の諸外国の初等段階の英語教育と同様に、

「教科」として英語を導入し、「英語のコミ

ュニケーション能力を育成する教育」や「初

等中等学校の系統性を重視した教育」の視

点から研究を行うことである。 

具体的には、(1)これまで中学校の先取り

学習として行われてきた、文字指導、およ

び「読むこと」「書くこと」について、児童

の発達段階を考慮し、3 年生から 6 年生ま

で各学年に応じた効果的な学習について検

討する。(2)教科として英語コミュニケーシ

ョン力を育成するためのシラバスを構築し、

具体的な教材作成、さらに、その教材を使

用して効果的な指導法等を検討し、提案す

る。(3)CEFR を基にした小学校英語教育に

おける「CAN-DO リスト」の形での学習到

達目標設定の一連の開発を試みる。(4)中学

校英語教育に円滑に繋げるための指導につ

いて、文字を中心にして４技能を統合的総

合的に扱う方法等、日本の小学校での英語

教育の明確なプログラムを提案する。 

 

３．研究の方法 

はじめに、初等段階の「教科」としての

英語教育において、文字をどこまで指導す

ることが可能であるかを探る。また、同時

に「4 技能の学習」についてもその可能性

を探った。これは、日本においては、現在

の小学校において、英語教育として文字指

導を行っている学校及び中学校の英語教育

の実態について調査した。また、母語教育、

第二言語教育、外国語教育での文字指導を

行っている各国の教材教具、教育内容、指

導法、カリキュラム等の事例を詳細に収集

し、日本の小学校に応用できる点を探った。



次に、小学校英語の「教科化」の視点から、

中学校英語教育へ繋げるための小学校段階

に効果的な「文字指導」さらには、「4 技能

の学習を統合的に扱う指導」について、3

年生から学年別の段階的な指導法及び教材、

カリキュラム、評価規準等について考察し、

開発した。第三に、実践研究として、小学

校で使用できる教材を試作して、その教材

を使用した指導法と評価規準、評価方法を

提案した。そして、実際に現場で使用して

もらい、その効果について調査した。さら

に評価については、学習者によって、実際

に評価できることについて調査したが、今

後の課題として、指導者別（担任教師、英

語専科教員、ALT 等）に、実際に評価でき

ることについて調査し、今後の評価のあり

方を提案したい。 

 

４．研究成果 

 本研究を始めた平成 26 年度から終了後

の平成 28 年度までに小学校の英語に対す

る教育政策が大きく変わった。新学習指導

要領において、小学校英語は、中学年の外

国語活動と高学年の英語教育（教科）とし

て導入されることが決まった。そして、高

学年の目標は、これまでの「聞くこと」「話

すこと」等の音声中心の指導から、「読むこ

と」「書くこと」等を含めた４技能の習得に

よるコミュニケーション能力の基礎を育成

することとなった。したがって、現在、小

学校現場では、本研究の研究課題である

「『読むこと』『書くこと』を統合的に指導

する」ことが喫緊の課題となっている。 

 本研究では、実証研究に基づいて、教科

化を視野に入れて、小学生の特質を活かし

た「読むこと」「書くこと」等の文字指導の

あり方及びヨーロッパ共通参照枠 (CEFR)

を参考にして、CAN-Do リストによる評価

の観点から、「読むこと」「書くこと」を含

めた４技能を統合的、総合的に指導するた

めのカリキュラム開発を行うこと、さらに、

これらのカリキュラムの指導の実際につい

て、教材研究と評価を行うことを試みた。 

 研究成果としては、中学１年生の入学時

に「小学校高学年のコミュニケーション能

力」について、アルファベット文字等の「読

むこと」「書くこと」の技能面とそれに対す

る意識、及び、外国語活動に対する意識の

調査を行い分析した。また、「文字指導」「読

むこと」「書くこと」の教材研究として、イ

ギリスをはじめとする母語教育でのリテラ

シー研究、中国や韓国、シンガポール、ロ

シア等の外国語教育として低学年、中学年

から英語教育を実施している諸国の教科書

や教具、教材等の研究も行った。さらに、

CEFRでの到達度と評価についての研究も、

中国や韓国等の東アジア諸国と日本の小学

校で実践研究を行った。 

それらの結果を「中学校入学時の英語学

習に対する意識及び英語能力について：小

学校英語教育の成果を探る」や「小学校英

語教育における CAN-Do リスト―中国の

英語教育の到達度と CEFR を基にして」

「中国杭州市における小学校及び中学校の

英語教育」「外国語活動で養成された『聞く

こと』『読むこと』の能力について―グロー

バル化に対応した英語能力の測定」「ロシア

連邦の学校教育と初等学校の英語教育の現

状―『読むこと』『書くこと』の指導を中心

に」「小学校英語教育を強化するには―アジ

ア諸国との比較」「『英語活動』から『英語

教育』へグローバル時代の英語教育」「小学

校英語教育における『読むこと』『書くこと』

の指導：教材としての Story（お話）」「小

学校英語の教材開発」等の論文他に著した。

また、教材として『シールでワーク英語絵

じてん』の制作に携わった。さらに、国際

学会での研究発表や招待講演等も多数行い、

研究成果の発表を学会だけでなく、小学校

現場でも行うことができた。 
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―「読むこと」「書くこと」の指導を中心に」
沼津市教育委員会小学校英語研修会（招待講
演）2015 年 12 月 1 日 沼津市教育会館（静
岡県・沼津市） 
⑧高橋美由紀「小学校英語教育における
CAN-DO リスト」外国語教育メディア学会中
部支部研究大会（招待講演）2015 年 11 月 7
日 金沢学院大学（石川県・金沢市） 
⑨ TAKAHASHI Miyuki and Yanagi 
Yoshikazu,‘The Use of ICT in English 
Teaching for Children’東アジア教員養成国
際シンポジウム 2015 年 10 月 31 日 愛知県
名古屋国際センター 
⑩高橋美由紀、柳善和「小学校英語教育の教
科化につなげる「読むこと」「書くこと」の
指導について―ICT 機器を活用して」日本児
童英語教育学会 2015 年 10 月 25 日昭和女
子大学（東京都・世田谷区） 
⑪高橋美由紀「これからの外国語活動－豊か
な表現力を持つ子どもをめざして」桑名市教
育研究所（招待講演）2015 年 8 月 27 日桑名
市中央公民館（三重県・桑名市） 
⑫高橋美由紀「小学校高学年における教科化
に向けた外国語教育の実践へ向けて」小中連
携外国語活動指導者スキルアップ講座（招待
講演） 2015 年 8 月 25 日 小野市コミセン
おの（兵庫県・小野市） 
⑬柳善和・大野直子「「読むこと」の指導に
おける小中英語教育の繋がり」小学校英語教
育学会 2015 年 7 月 25 日 広島大学（広島
県・東広島市） 
⑭高橋美由紀「英語教育における CAN-DO
リスト」岡崎市英語部 授業力・教師力アッ
プセミナー（招待講演）2014 年 7 月 30 日岡
崎市南部市民センター（愛知県・岡崎市） 
⑮高橋美由紀「教科化を見据えた小学校外国
語活動の指導」福井県嶺南教育事務所研修講
座（招待講演）2014 年 6 月 17 日 嶺南教育
事務所（福井県・小浜市） 
 
〔図書〕（計 3 件） 
①都築繁幸・高橋美由紀・子安潤他『教科学
を創る』愛知教育大学出版会 2016 年 208
ページ 
②高橋美由紀（編集協力）『くもんのシール
でワーク 英語絵じてん』 くもん出版 
2016 年 79 ページ 
③高橋美由紀・柳善和（編著）『小学校英語



教育 授業づくりのポイント』ジアース教育
新社 2015 年 254 ページ 
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